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1 はじめに 

近年、食生活の健康志向に伴い、食肉の需要が豚・牛

から鶏肉へと移る傾向があり、鶏肉の生産量と消費量がと

もに増加している。その結果、鶏肉を原因とする食中毒事

件数が増えてきており、神戸市においても同様の傾向が

認められている。食の安全・安心の確保は市民の健康増

進を図る上で最重要課題の一つであり、この鶏肉を原因

とする食中毒の増加は、食品衛生行政が抱える問題の一

つとなっている。そこで筆者らは神戸市内で流通する鶏

肉についての食中毒菌による汚染実態を調査し、営業者

や市民への啓発のための資料とすることを目的として本

研究を実施した。 

 

2 材料と方法 

 検査材料とした鶏肉は、2018 年 7 月から 2019 年 9 月ま

でに、神戸市内で営業する鳥肉処理業者ならびに量販

店における店頭販売品 50 検体について衛生監視事務所

による収去および当研究所自らの買い取りにより収集した。

収集した 50 検体はすべて国内産鶏肉であった。 

 検査項目は、カンピロバクター属菌（Campylobacter 

jejuni、C. coli、C. lari、C. upsaliensis、C. fetus）、サルモネ

ラ 属 菌 、 リ ス テ リ ア 属 菌 （ Listeria monocytogenes 、 L. 

innocua、L. ivanovii、L. welshimeri、L. grayi、L. seeligeri）

および Escherichia albertii とした。なおこれらの菌種のう

ち C. fetus の検査を実施したのは 34 検体であった。その

他の菌属・種は 50 検体全てについて検査を実施した。 

各菌属・種の培養は図 1 から 4 のフローに従って実施

した。さらにカンピロバクター属菌、リステリア属菌および E. 

albertii については図 5 から 7 に示す方法を用いて PCR

にて菌種の同定をおこない、サルモネラ属菌の血清型別

についてはサルモネラ免疫血清ならびにサルモネラ相誘

導免疫血清（ともにデンカ生研）を用いて定法により実施

した。さらに L. monocytogenes についてはリステリア型別

用免疫血清「生研」（デンカ生研）を用いて血清型別を実

施した。 

 

3 結果 

食中毒菌の検出状況を表 1 に示した。検査した 50 検

体中いずれかの食中毒菌が検出された鶏肉は 46 検体

（92％）であった。 

検出された食中毒菌の内訳は、カンピロバクター属菌

については、C. jejuni が 25 件（50％）、C. coli が 7 件

（14％）で C. jejuni と C. coli の双方の汚染を受けている

検体が 5 件（10％）あり、全体的には 27 件（54％）がカン

ピロバクター属菌により汚染されていた。C. lari、C. 

upsaliensis、C. fetus は全く検出されなかった。 

サルモネラ属菌については 27 件（54％）が陽性で、検

出 さ れ た 血 清 型 の 内 訳 は 、 Infantis が 13 件 、

Schwarzengrund が 7 件、Hadar が 6 件、Yovokome が 2

件、Manhattan が 1 件、血清型不明が 2 件であった。2 種

の血清型のサルモネラに汚染されている検体が 4 件（8%）

あった。 

リステリア属菌については 31 件（62％）から検出され、

その内 L. monocytogenes に限っては 20 件（40％）から検

出された。検出された L. monocytogenes の血清型の内訳

は、1/2a が 7 件、1/2b が 7 件、1/2c が 5 件、4b が 2 件で、

同一検体から 2 種類の血清型（1/2a と 1/2c）が検出された

検体が 1 件あった。  

L.monocytognes 以外のリステリア属菌については、L. 

innocua が検出された検体が 18 件（36％）、L. welshimeri

が検出された検体が 5 件（10％）あったが、両菌種はヒトに

対する病原性が確認されていないため食中毒菌としては

扱わなかった。L. ivanovii、L. seeligeri および L. grayi は

検出されなかった。 

E. albertii については全く検出されなかったが、1 件の

BPW での前増菌液において Nested PCR で陽性を示す

検体があった。しかし続く培養検査でコロニーを検出する

には至らなかった。 

 

4 考察 

 今回の調査では、カンピロバクター属菌（C. jejuni と C. 

coli）が 50 件中 27 件（54％）から検出された。神戸市にお

いてはこれまで体系的な調査が実施されていないため過

去の汚染状況との比較はできないため、国内で実施され
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た他の報告との比較をおこなってみた（表 2）。これらの報

告における鶏肉からのカンピロバクター属菌の検出率は

11.8~80.0％と幅があったが、その平均検出率を求めたと

ころ 52.4%となり、本調査の検出率（54％）に近い値となっ

た。また菌種別の検出状況では、本調査では C. jejuni が

50％、C. coli が 14％、一方過去の調査では C. jejuni が

10.9~74.7%、C. coli が 0~12.0%の検出率であり、本調査

の C. coli の検出率が過去の調査に比べて若干高いとい

う結果となった。また本調査では C. jejuni と C. coli の混合

汚染が認められた検体が 5 件（10％）あった。この混合汚

染に関しては、伊藤ら 5)が 158 件の鶏肉から 15 件（9.5％）

の混合汚染を検出している。我々が本調査で見出した混

合汚染の鶏肉の検出率はこれに近い値であった。過去の

調査においては C. jejuni と C. coli の混合汚染は伊藤ら

の報告以外には認められていない（表 2）。混合汚染に関

しては、検出率の低い C. coli をいかに C. jejnui の汚染を

受けている鶏肉から検出するかという問題が残されている

と感じている。 

 本調査ではサルモネラ属菌が 50 件中 27 件（54％）から

検出された。国内における鶏肉のサルモネラによる汚染

率は、過去の報告から 9.5~58.3％である（表 3）。本調査

での検出率はこれらの報告の範囲内であった。また血清

型については本調査において検出された Infantis、

Schwarzengrund、Hadar、Manhattan、Yovokome は全て過

去の報告において検出されている血清型であった（表 3）。

本調査においては 2 種類の血清型のサルモネラに汚染さ

れている鶏肉が 4 件（８％）あった。複数の血清型の汚染

を受けている鶏肉については、村上ら 17)、松島ら 18)そして

加藤ら 19)が、それぞれは 8/438（1.8％）、1/50（2.0%）、

8/1,576（0.5％）であったと報告している。これらの値に比

べると本研究で得られた 8％という値はかなり高い値であ

ると思われた。複数の血清型に汚染されている鶏肉の検

出には、カンピロバクター属菌検査で指摘した C. jejuni と

C. coli の混合汚染肉の検出と同様な検出法の問題点が

指摘されうると考える。 

 本調査では L. monocytogenes が 40％の鶏肉から分離さ

れた。過去の報告における鶏肉からの L. monocytogenes

の検出率は 24.0~38.1％（表 4）で、本調査の値はこれらの

報告より高いことが示された。本調査で分離された L. 

monocytogenes の血清型は、人から臨床上検頻繁に出さ

れる主要血清型（1/2a、1/2b、4b）が 76％を占め、主要血

清型以外では 1/2ｃが検出されただけであった。わが国で

はこれまでにリステリア食中毒の事例は、平成 13 年に北

海道で発生した 1 件しか報告されていないが、平成

13~15 年度に実施された厚生労働省の研究班による「食

品由来のリステリア菌の健康被害に関する研究」で推計さ

れた我が国における平成 13 年から平成 15 年までの 3 年

間におけるリステリア症の発症率は 0.65 人/で 23)、さらに

平成 20 年から平成 23 年までの 4 年間における平均推

計発症率は 1.4 人/100 万人と増加しており 24)、潜在的な

食中毒事例が増加してきている可能性が指摘されている。

今回の調査結果は鶏肉がリステリア食中毒の原因食品に

なり得ることを警鐘していると考えられる。 

E. albertii については我が国における過去の報告では

鶏の内臓からの検出報告がある 25）。本調査では 1 件のみ

培養液で Nested PCR で陽性を示したものの続く培養検

査でコロニーを得ることができなかったことから、汚染菌量

がかなり少ないことが考えられる。E. albertii については未

だその効率的な特異的検出方法が確立されておらず、ま

た食中毒の原因となる食材やその汚染ルートについても

不明な点が多い。本菌種についてはさらなる調査が必要

であろう。 

 本調査では神戸市内に流通する 92％もの鶏肉が何ら

かの食中毒菌による汚染を受けていることが判明した。鶏

肉については年々その需要が増していることから、今後も

食中毒菌のスクリーニングを実施し食中毒防止に向けた

啓発に努める必要があると感じた。 
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図 1 カンピロバクター属菌の検査法                     図 2 サルモネラ属菌の検査法 

 

  

図 3 リステリア属菌の検査法                              図 4 E. albertii の検査法 

 

注）C. fetus の培養では上記の培養温度を25±1℃とした

５％ウマ血液寒天培地 or CCDA

42℃、24時間、微好気培養

アルカリ熱抽出でDNAを抽出後図5の手順でPCR

検体（10~25g）

CCDA

42℃、48時間、微好気培養

プレストン培地にて10倍希釈後

42℃、48時間、微好気培養

疑わしいコロニーをサフラニン染色にて

グラム陰性らせん状桿菌を確認

サルモネラ免疫血清「生研」を用いて血清型別

検体（10~25g）

BPWにて10倍希釈後

37℃、18~24時間、好気培養

TT培地およびRV培地

42℃、18~24時間、好気培養

BGS培地およびMLCB培地

37℃、18~24時間、好気培養

疑わしいコロニーをTSI、LIM

37℃、18~24時間、好気培養

ラムノース＆キシロース分解試験

37℃、2日以上好気培養

クロモアガーリステリア寒天培地

37℃、48時間、好気培養

＆

パルカム寒天培地

30℃、48時間、好気培養

ラムノース分解能陽性、キシロース分解能陰性のコロニーをTEで熱抽出し図６の手順

に従ってPCR

検体（10~25g）

ハーフフレイザー培地にて10倍希釈

30℃、24±2時間、好気培養

0.1mlをフレイザー培地10mlに添加

37℃、48±3時間、好気培養

疑わしいコロニーをTSAで

37℃、18~24時間、好気培養

カジトン培地で傘上発育を確認

25~30℃、2~7日間、好気培養

各培地からコロニースィープでコロニーを掻き取り、

TEにて熱抽出でDNAを抽出して図7aの手順に従って

Nested PCRを実施

Nested PCR陽性の場合は、乳糖非分解、キシロース非

分解、運動性陰性のコロニーの単離に努め、単離され

たコロニーについて図7bのPCRを実施し、PCR陽性で

あればE. albertii 陽性とし、PCR陰性のコロニーしか単

離できない場合は右のフローの検査結果を待つ

乳糖非分解、キシロース非分解、運動性陰性の菌株を

TE熱抽出でDNAを抽出して図7ｂの手順に従ってPCR

を実施し、陽性であったらE. albertii 陽性とする。

PCRが陰性であった場合でコロニースィープからの図

7aによるNested PCRで陽性である場合は、さらに乳糖

非分解、キシロース非分解、運動性陰性のコロニーの

単離に努め、単離されたコロニーについて図7bのPCR

で陽性であればE. albertii 陽性とし、PCRで陰性のコロ

ニーしか単離できない場合で左のフローで図7bのPCR

が陰性のコロニーしか得られない場合はE. albertii 陰性

とする

各培地からコロニースィープでコロニーを掻き取り、

TEにて熱抽出でDNAを抽出して図7aの手順に従って

PCRを実施するとともに、乳糖非分解コロニーを、TSI

培地、LIM培地、キシロース分解試験培地にて37℃、

18~24時間、好気培養

検体（10~25g）

BPW（10倍希釈） 、37℃、18~24時間 or ノボビオシン加ｍTSB（10倍希釈）、42℃、18~24時間 好気培養

培養液からアルカリ熱抽出法でDNAを抽出して図7aの

手順に従ってPCR

ｍLIA培地あるいはキシロース加マッコンキー

37℃、18~24時間、好気培養

乳糖非分解（キシロース加マッコンキーを使用した場

合は乳糖非分解かつキシロース非分解）のコロニーが

単離できない場合

乳糖非分解（キシロース加マッコンキーを使用した場

合は乳糖非分解かつキシロース非分解）のコロニーが

単離できた場合
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図 5 カンピロバクター属菌の種同定のための PCR 法 

 

  

図 6a（左）：L. monocytogenes、L. grayi、L. innucua、その他リステリア属菌を同定する PCR 法 

   b（右）：L. ivanovii、L.seeligeri、L. welshimeri を同定する PCR 法 

 

μl / sample μl / sample

dH2O 8.3 dH2O 1.5

10X TAKARA Ex Taq buffer 2 2X MightyAmp buffer 10

dNTP 1.6 MightyAmp DNA polymerase 0.5

Ex Taq（5U/μl） 0.1 Primers Mixture 6

Primers mixture 6 DNA Template 2

Template DNA 2 Total volume 20

Total volume 20

μl / sample

forward(20μM） 0.5

reverse(20μM） 0.5

forward(40μM） 0.5

reverse(40μM） 0.5

forward(20μM） 0.5

reverse(20μM） 0.5

forward(40μM） 0.5

reverse(40μM） 0.5

forward(80μM） 0.5

reverse(80μM） 0.5

forward(10μM） 0.5

reverse(10μM） 0.5

Soak 95℃6分 98℃3分

95℃30秒 98℃10秒

59℃30秒 59℃30秒

72℃30秒 68℃60秒

Soak 72℃7分 4℃

Hold 4℃

参考文献 1)電気泳動は、PCR A、BともにQIAxcel（キアゲン）を使用

Campylobacter  PCR A Campylobacter  PCR B

Soak

 C. jejuni

 C. coli

 C. lari

Contents of primers mixture（PCR AおよびB共通）

ATCAATTAACCTTCGAGCACCG

Campylobacter  PCR A 条件 Campylobacter  PCR B 条件

ACTTCTTTATTGCTTGCTGC

GCCACAACAAGTAAAGAAGC

GTAAAACCAAAGCTTATCGTG

TCCAGCAATGTGTGCAATG

TAGAGAGATAGCAAAAGAGA

TACACATAATAATCCCACCC

Sequence of each primer(5'-3')

Hold

 C. fetus

 C. upsaliensis

 23S

Cycles（30） Cycles（30)

GCAAATATAAATGTAAGCGGAGAG

TGCAGCGGCCCCACCTAT

AATTGAAACTCTTGCTATCC

TCATACATTTTACCCGAGCT

TATACCGGTAAGGAGTGCTGGAG

μl / sample

13.8
5.0
1.5
0.5

Primers mixture 2.0 Hold
GoTaq HotStart plymerase(5U/μl） 0.2
Template DNA 2.0
Total volume 25.0

μl / sample

L. monocytogenes (10μM) 0.25

L. grayi (10μM） 0.25

L. innocua (10μM） 0.25

Siwi2(10μM）* 0.25

reverse Universal Listeria 1B(10μM） 1.0

 *L. ivanovii 、L. seeligeri 、L. welshimeri に共通のプライマー

参考文献 2)

TTATACGCGACCGAAGCCAAC

電気泳動は、QIAxcel（キアゲン）を使用

Listeria  PCR A

Contents of primers mixture Sequence of each primer(5'-3')

4℃

dH2O PCR条件

5X GoTaq Flexi Buffer(Promega)
MgCl2(25mM)
dNTP(10mM/each)

Cycles（30）
95℃15秒
58℃30秒
72℃50秒

forward

CAAACTGCTAACACAGCTACT

CCAGCAGTTTCTAAACCTGCT

ACTAGCACTCCAGTTGTTAAAC

TAACTGAGGTAGCGAGCGAA

μl / sample

dH2O 15.3
5.0
1.5
0.5 Hold
0.2

Primers(forward+reverse) 0.5
Template DNA 2.0
Total volume 25.0

μl / sample

L. ivanovii (10μM）
or

L. seeligeri (10μM）
or

L. welshimeri (10μM）

reverse Universal Listeria 1B(10μM） 0.25

4℃

Cycles（35）

forward

電気泳動は、QIAxcel（キアゲン）を使用

参考文献 2)

0.25

CCCTACTGCTCCAAAAGCAGCG

TTATACGCGACCGAAGCCAAC

Listeria  PCR B

Contents of primers Sequence of each primer(5'-3')

CTACTCAAGCGCAAGCGGCAC

TACACAAGCGGCTCCTGCTCAAC

PCR条件

GoTaq HotStart plymerase(5U/μl） 

5X GoTaq Flexi Buffer(Promega)
MgCl2(25mM)
dNTP(10mM/each)

95℃15秒
62℃30秒

44



 

 

  

 

図 7a（左）：E. albertii 検出のための Nested PCR 法 

  b（右）：E. albetii 検出のための特異的 PCR 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

μl / sample

ｄH２O 10

5X KAPA Taq Extra Buffer 3

25mM MgCl2 0.9 Soak

10mM dNTP Mix 0.3

0.075

Primers（forward+reverse） 0.6

Total volume 14.875 Soak

注）上記ミクスチャーは1st、2ndともに共通 Hold

μl / sample

forward（10μM） 0.3

reverse（10μM） 0.3

forward（10μM） 0.3

reverse（10μM） 0.3

Sequence of each primer(5'-3')

1st PCR 2nd PCR

96℃30分 96℃30分

Cycles（30）

96℃30秒 96℃30秒

54℃30秒 60℃30秒

72℃60秒

電気泳動は、QIAxcel（キアゲン）を使用

参考文献 3)

E.albertii Nested PCR

GGTCCATAATGAATCTGACTGA

CCATATGACAGGCGTAATTGAT

KAPA Taq Extra DNA Polymerase

1st PCR

72℃60秒

72℃5分 72℃5分

4℃ 4℃

2nd PCR

Contents of Primers

PCR条件

CAGTCGATGGTTTCACCTGA

ACACCGTGGCGAAATGGCA

μl / sample

2.5

2.5

13.3

0.3

Primers mixture 5.4

Template DNA 1.0

25.0

μl / sample

forward(10μM) 1.5

reverse(10μM) 1.5

forward(10μM) 1

reverse(10μM) 1

forward(10μM) 0.2

reverse(10μM) 0.2
mdh

CTTGCTGAACCAGATTCTTCACAATACCG

Total volume

Taq Polymerase

GGGCGCTGCTTTCATATATTCTT

TCCAGATCCAACCGGGAGTATCAGGA
lys P

Soak 72℃5分

Hold 4℃

TGGCGTCGAGTTGGGCA

TCCTGCTGCGGATGTTTACG
clp X

電気泳動は、QIAxcel（キアゲン）を使用

参考文献 4)

E.albertii specific PCR

Contents of primers mixture

Cycles(25)

92℃60秒

65℃60秒

72℃30秒

X10 PCR buffer

dNTP

dH2O

PCR条件

Soak 94℃10分

Sequence of each primer(5'-3')

CTGGAAGGCGCAGATGTGGTACTGATT
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表 1 結果 

 

 

C.fetus E.albertii

結果 検出菌種 結果 結果 血清型 結果 検出菌種
monocytogenes

血清型
結果

1 陰性 NT 陽性 Infantis 陽性
L.monocytogenes

L.innocua
4b 陰性

2 陰性 NT 陽性
Infantis

Hadar
陰性 陰性

3 陰性 NT 陰性 陽性 L.monocytogenes 1/2b 陰性

4 陰性 NT 陰性 陽性 L.monocytogenes 1/2a 陰性

5 陰性 NT 陰性 陽性 L.monocytogenes 1/2a、1/2c 陰性

6 陰性 NT 陽性 Yovokome 陽性 L.monocytogenes 1/2c 陰性

7 陰性 陰性 陽性 Schwarzengrund 陰性 L.welshimeri 陰性

8 陽性 C.jejuni 陰性 陽性 Schwarzengrund 陰性 陰性

9 陽性 C.jejuni 陰性 陰性 陰性 L.innocua 陰性

10 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性

11 陽性 C.coli 陰性 陰性 陰性 陰性

12 陽性 C.coli 陰性 陽性 Schwarzengrund 陰性 L.innocua 陰性

13 陽性 C.jejuni 陰性 陰性 陰性 陰性

14 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性

15 陽性 C.jejuni 陰性 陰性 陽性 L.monocytogenes 1/2a 陰性

16 陽性 C.jejuni 陰性 陽性 Infantis 陽性 L.monocytogenes 1/2b 陰性

17 陽性 C.jejuni 陰性 陽性 Schwarzengrund 陽性 L.monocytogenes 1/2b 陰性

18 陽性 C.jejuni 陰性 陰性 陽性 L.monocytogenes 1/2c 陰性

19 陽性 C.jejuni 陰性 陰性 陰性 陰性

20 陽性 C.jejuni 陰性 陰性 陰性 L.innocua 陰性

21 陽性 C.jejuni 陰性 陽性 Hadar 陰性 L.innocua 陰性

22 陽性 C.jejuni 陰性 陰性 陰性 陰性

23 陰性 陰性 陽性 Hadar 陰性 陰性

24 陰性 陰性 陽性
Infantis

Schwarzengrund
陰性 陰性

25 陰性 陰性 陽性
Infantis

Schwarzengrund
陰性 陰性

26 陽性 C.jejuni 陰性 陽性 Hadar 陰性 陰性

27 陰性 陰性 陰性 陽性 L.monocytogenes 1/2a 陰性

28 陽性 C.jejuni 陰性 陽性 Infantis 陽性
L.monocytogenes

L.innocua
4b 陰性

29 陰性 陰性 陰性 陰性 L.innocua 陰性

30 陰性 陰性 陽性 Infantis 陰性 陰性

31 陽性 C.jejuni 陰性 陽性 Infantis 陽性
L.monocytogenes

L.welshiemri
1/2b 陰性

32 陽性 C.jejuni 陰性 陽性 Infantis 陽性

L.monocytogenes
L.innocua

L.welshimeri
1/2b 陰性

33 陽性 C.jejuni 陰性 陽性 血清型不明 陰性 L.innocua 陰性

34 陽性
C.jejuni
C.coli

陰性 陰性 陰性 L.innocua 陰性

35 陰性 陰性 陽性 血清型不明 陰性 L.innocua 陰性

36 陰性 陰性 陽性 Infantis 陽性
L.monocytogenes

L.innocua
1/2b 陰性

37 陽性 C.jejni 陰性 陰性 陰性 陰性

38 陰性 陰性 陽性
Infantis

Hadar
陰性 L.innocua 陰性

39 陰性 陰性 陽性 Infantis 陰性 陰性

40 陽性 C.jejni 陰性 陰性 陽性
L.monocytogenes

L.innocua
1/2a 陰性

41 陽性
C.jejuni
C.coli

NT 陰性 陰性 陰性

42 陽性
C.jejuni
C.coli

NT 陽性 Hadar 陽性
L.monocytogenes

L.innocua
1/2a 陰性

43 陰性 NT 陰性 陽性
L.monocytogenes

L.welshimeri
1/2b 陰性

44 陽性
C.jejuni
C.coli

NT 陽性 Yovokome 陰性 陰性

45 陽性
C.jejuni
C.coli

NT 陽性 Manhattan 陰性 陰性

46 陰性 NT 陽性 Schwarzengrund 陽性 L.monocytogenes 1/2a 陰性

47 陰性 NT 陰性 陰性 陰性

48 陽性 C.jejni NT 陰性 陽性

L.monocytogenes
L.innocua

L.welshimeri
1/2c 陰性

49 陽性 C.jejni NT 陰性 陰性 L.innocua 陰性

50 陰性 NT 陽性 Infantis 陽性
L.monocytogenes

L.innocua
1/2c 陰性

検体No.

注）NT：検査せず

  Listeria についてはmonoytogenes が検出された検体についてのみ陽性と記載

Campylobacter  spp.

（C.fetus 以外）
Salmonella  spp. Listeria  spp.
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表 2 鶏肉からのカンピロバクター属菌の検出に関する国内における過去の報告 

 

 

表 3 鶏肉からのサルモネラ属菌の検出に関する国内における過去の報告 

 

 

表 4 鶏肉からの L. monocytogenes の検出に関する国内における過去の報告 

 

C. jejuni C. coli
伊藤ら 1981~1985 東京都 158 122 77.2 118（74.7） 19（12.0） ５）

坂本ら 2004 広島市 40 32 80.0 6）

渡邉ら 2004~2005 宮城県 11 6 54.5 ６（54.0） 0 7）

古川ら 2007 神奈川県 35 17 48.6 17（48.6） 0 ８）

古田ら 2007~2008 福岡市 36 19 52.8 ９）

古茂田ら 2010 東京都、埼玉県、茨城県、千葉県 50 11 22.0 11（22.0） 0 10）

小野 2004~2011 埼玉県 154 94 61.0 91（59.1） ３（1.9） 11）

重村ら 2013 福岡市 110 13 11.8 12（10.9） 1（0.9） 12）

西野ら 2009~2015 東京都 44 20 45.5 13）

% 参考文献

情報なし

情報なし

情報なし

菌種別検出数（％）
報告者 調査年 調査地 N No.of Positive

報告者 調査年 調査地 N No.of Positive % 検出された血清型 参考文献

土井ら 1999~2001 埼玉県 21 2 9.5 Infantis(2) 14）

安藤ら 2001~2002 埼玉県 112 22 19.6 Infantis(18)、Manhattan(2)、Haifa(1)、血清型不明(1) 15）

久高ら 2002、2004 沖縄県 203 53 26.1 Infantis(46)、Enteritidis(4)、Hadar(2)、Abony(1) 16）

坂本ら 2004 広島市 40 16 40.0
Infantis(13)、Schwarzengrund(1)、Typhimurium(1)、

Nagoya(1)
６）

古田ら 2007~2008 福岡市 105 56 53.3 Infantis(25)、Schwarzengrund(14)、Manhattan(8) ９）

村上ら 1999~2010 福岡県 438 198 45.2

Infantis(115)、Manhattan(31)、Schwarzengrund(24)、

Enteritidis(5)、Haifa(4)、Corvallis(3)、Eppendorf(3)、

Virchow(2)、Typhimurium(1)、Montevideo(1)、Jamaica(1)、

Cerro(1)、Dankwa(1)、血清型不明(13)

17）

松島ら 2010 宮城県 50 15 30.0 Infantis(14)、Typhimurium(1)、Virchow(1) 18）

古茂田ら 2010
東京都、埼玉県、

茨城県、千葉県
50 6 12.0 Infantis(5)、Yovokome(1) 10）

小野 2004~2011 埼玉県 154 73 47.4
Infantis(66), Typhimurium(3), Manhattan(2), Hadar(1),

Schwarzengrund(1)
11）

加藤ら 1992~2012
東京都

（多摩地区）
1,576 469 29.8

Infantis(312)、Sofia(71)、Hadar(20)、Typhimurium(20)、

Manhattan(12)、Schwarzengrund(9)、Agona(7)、

Virchow(4)、Blockley(3)、Bredeney(2)、Enteritidis(2)、

Hafia(2)、Thompson(2)、Bareilly(1)、Derby(1)、

Heidelberg(1)、Minnesota(1)、Montevidea(1)、Newport(1)、

Senftenberg(1)、Stanley(1)、Weltevreden(1)、血清型不明(2)

19）

重村ら 2013 福岡市 110 8 7.3
Schwarzengrund(3), Infantis(2), Braenderup(1), Corvallis(1),

Enteritidis(1)
12）

西野ら 2009~2015 東京都 44 25 56.8 記載なし 13）

検出された血清型のカッコ内の数字は検出された株数

報告者 調査年 調査地 N No.of Positive % 血清型 参考文献

小野ら 1993 兵庫県？ 14 5 35.7 記載なし 20）

土井ら 1999~2001 埼玉県 21 8 38.1 1/2a、1/2b、3a 14）

狩屋ら 2004？ 岡山県？ 50 12 24.0
1/2ａ、1/2b、1/2c、4b、

血清型不明
21）

狩屋ら 2008 岡山県 28 9 32.1 1/2ａ、1/2b、1/2c、3a 22）

重村ら 2013 福岡市 110 34 30.9 記載なし 12）
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